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 咽頭は摂食や呼吸、発声などマルチな機能をもち、脊椎動物の陸上進出においてはエラか

らノドへと大幅なリモデリングを経験した重要な器官である。咽頭は発生時に一時的に形成

される咽頭弓に由来する。その内部には頭部骨格筋と心筋に分化する Cardiopharyngeal 
mesoderm (CPM) と、骨格や結合組織などに分化し、周辺組織の発生を制御して形態パター

ン情報を与える神経堤細胞が含まれている。これらの派生物と役割から、神経堤細胞が咽頭

の発生と進化において根幹をなす胚組織であるというのが現在の通説である。しかし形態形

成に重要なホメオボックス遺伝子変異マウスには、神経堤細胞に由来する全ての咽頭骨格に

異常がみられるわけではない。また一部の研究は中胚葉の咽頭骨格への寄与を示唆している

が、咽頭形成における中胚葉貢献領域やその正確な由来などは不明である。発表者は CPM が

咽頭発生に貢献すると推測し、それを検証するために CPM を特異的に標識する

Mef2c-AHF-Cre マウスを YFP レポーターマウスとかけ合せ、その派生物を観察した。その結

果、咽頭のより内側にある骨格、間葉組織、血管、脂肪、咽頭筋とその結合組織、そして体

節由来の舌骨下筋の結合組織がラベルされた。CPM を標識する別のマウス Tbx1-Cre でも同

様の組織がラベルされたが、神経堤細胞を特異的に標識する Wnt1-Cre ではラベルされなかっ

た。したがって CPM は咽頭筋と心筋だけでなく、骨格や結合組織をふくむ幅広い細胞タイプ

に分化することがわかったと同時に、咽頭と心臓は発生においてより密接な関係にあること

が示された。さらに CPM 発生に重要な Tbx1 のヘテロ変異マウスや CPM 特異的ヘテロ変異

マウスには、骨格筋の形態パターン異常が観察された。これらの結果は CPM が咽頭の発生と

進化に重要であることを示唆している。
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